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プロジェクトの概要

●プロジェクト立ち上げの背景

「福祉や健康をテーマにした多世代参加型のま

ちづくり」は，今年度，新たに立ち上げたプロジェ

クトである。私たちは，日頃茨城大学に通う中で，

茨城大学周辺の地域住民（以下，地域住民）と茨城

大学の学生（以下，茨大生）の交流は，茨苑祭や附

属図書館の開放など，一時的かつ限定的なものに

とどまっており，同じ地域に住みながら互いの実

態をよく知らないのではないかと感じた。そこで，

私たちは，同じ地域に生活する住民として関係を

築くため，地域住民の実態や地域に対する考え，

茨大生への印象について調べ，その結果を反映さ

せたイベントを企画しようと考えた。イベントを

通して地域住民と茨大生が交流し，協働関係を築

くために，昨今のまちづくりや地域づくりの際に

課題に挙げられている福祉や健康をテーマにした

企画を行う。

●目的

プロジェクト始動の今年度は，地域の様々な人

たちと出会い一緒に活動することで，茨大生と地

域とのつながりを作り，継続させていくことを目

指す。具体的には次の 3 つの目的に取り組む。1 つ

目は，水戸市渡里地区の住民とつながり，協働す

ること，2 つ目は，地域の主な課題である福祉や健

康をテーマにしたイベントを行うこと，3つ目は，

渡里地区の高齢者や子ども，医療・介護施設，高校

生サポーター，大学生など，様々な世代が参加で

きる企画を実施することである。

●プロジェクトの活動計画

上記の目的を実現するため，今年度は，以下の 8
つの計画を立てた。

１．地域住民を対象とした実態調査

活動内容：運動習慣，医療・健康などの聞き取

り調査の実施

実施日：9 月 14 日 場所：渡里小学校体育館 
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２．渡里地区内の被災住宅での災害ボランティア

活動

活動内容：台風 19 号の被災住宅での復旧作業

に参加

実施日：10 月 24 日 場所：水戸市渡里町 

３．フロイデ内覧会でのポスター発表

活動内容：私たちのプロジェクト活動をポス

ターを使って紹介

実施日：10 月 26 日・27 日・28 日 
場所：フロイデ水戸メディカルプラザ

４．茨苑祭でのくれよん工房との共同出店・ポス

ター展示

活動内容：「くれよん工房」の物販サポート，

私たちの活動紹介のポスター展示，来場者ア

ンケートの実施

実施日：11 月 16 日・17 日 場所：茨城大学

５．ふれあい渡里まつりへの参加

活動内容：子ども向けワークショップの開催，

参加者アンケート（子ども・保護者・高校生

サポーター・来場者）の実施

実施日：12 月 8 日 場所：渡里小学校

６．地域住民を対象とした実態調査報告会

活動内容：実態調査（高齢者）・アンケート（子

育て世代）結果の報告

実施日：1 月 24 日 場所：渡里市民センター 

７．ラジオ番組「ハロー！ぱるるん館」（FM ぱる

るん）への出演

活動内容：本プロジェクト活動の紹介

実施日：1 月 28 日 場所：FM ぱるるん 

８．「すまいる広がるまちづくりサロン」の開催

活動内容：子ども，保護者，高齢者，茨大生で

チームを作り，ボッチャの実施

実施日：2 月 8 日 
場所：フロイデ水戸メディカルプラザ

●連携先の紹介

１．渡里住民の会

 渡里住民の会とは，茨城大学周辺の渡里町・

堀町・文京町・田野町の４つの地区の全住民

約 14000 人の内，約 3000 人が参加する自治

組織である。水戸市住みよいまちづくり推進

協議会を構成する市内 34 の地区会の１つで

あり，渡里市民センター内に事務所を置いて

活動している。渡里住民の会は，68 の町内会

の他，社会福祉協議会渡里支部，渡里女性会，

高齢者クラブ，民生委員，児童委員，渡里小

PTA，五中 PTA，消防第 12 分団等々の関連

団体で組織され，会長 1 人，副会長 6 人，役

員 34 人で構成される役員会を中心に，様々な

協働事業を展開している。

写真１ 渡里住民の会のみなさん

２．医療法人博仁会 フロイデ水戸メディカルプ

ラザ

2019 年 11 月にストッカー渡里店跡地（水

戸市堀町）に開設した医療法人博仁会フロイ

デ水戸メディカルプラザから地域コミュニテ

ィ創出の協力依頼を受け，一緒に活動するこ

とになった。フロイデは，「医療・介護・障が

い・福祉を複合した多機能型施設」である。施

設内のカフェやフィットネスクラブを地域住
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民の福祉や健康増進のため，さらには 3 階の

一部を地域交流の場として開放する等，多世

代地域交流の拠点となることを事業の 1 つに

位置づけている。

写真２ フロイデ水戸メディカルプラザ

３．高校生サポーター

 地域交流に関心のある地元高校生である，

茨城県立水戸桜ノ牧高等学校，茨城県立水戸

第三高等学校の JRC 部の皆さんに，サポータ

ーとして一緒に活動していただいた。

写真３ 高校生サポーターのみなさん

４．社会福祉法人くれよん

社会福祉法人くれよん（以下，くれよん）と

は，毎年茨苑祭で共同出店しており，障害の

ある人が作ったお菓子や雑貨を販売している。

くれよんは「障害があってもなくても共に楽

しく生きる」という理念のもと，障害のある

人達だけの働く場ではなく，障害のある人も

ない人も共に力を合わせて働く場として運営

している。

写真３ くれよん工房のみなさん

プロジェクトの成果報告

１．地域住民を対象とした実態調査

１）実施内容

9 月 14 日，渡里小学校体育館にて開催された渡

里地区敬老会で，高齢者を対象に，「運動習慣」「外

出・近所の付き合い」「茨城大学・茨大生の印象」

など 6 項目 25 個の質問からなる調査を行った。

回答者は，男性 47 人，女性 65 人の計 112 人だっ

た。年齢は 75～79 歳，居住地区は渡里地区，世帯

構成は夫婦のみが，回答者の中で最も多かった。

図１ 健康づくりや介護予防のために

運動している人

図２ 運動している人の健康状態と年齢
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図３ 茨大生のイメージ

 調査結果の分析から，運動習慣と健康状態の相

関が明らかになった。「運動習慣の有無（図１）」に

ついての問いに，「はい」と回答した人の，「現在の

健康状態（図２）」についての問いに対する回答を

調べたところ，健康状態が「よい」「どちらかとい

えばよい」を合わせると，運動習慣のある人の約

80%が良い健康状態であった。ただし，運動習慣は

あるが，健康状態が悪いと回答した人も，各年代

に若干名いた。

 「茨大生のイメージ（図３）」については，特に

なしが半数に上るという悲しい結果となった。良

いイメージでは「礼儀正しい」「まじめ」という回

答を，悪いイメージでは「自転車の乗り方が悪い」

「地域との交流が少ない」という回答を得ること

ができた。

写真４ 聞き取り調査の様子

２）成果

 初めての試みにも関わらず，渡里住民の会の

方々や地域住民の方々にご協力いただき，調査を

実施することができた。

調査によって，渡里地区の住民の生活を把握す

ることができた。

 また，調査にご協力いただいた渡里住民の会の

方から「調査結果を楽しみにしている」と声をか

けていただき，この調査が，茨大生と地域住民と

のつながりの第一歩となった

２．渡里地区内の被災住宅での災害ボランティア

活動

１）実施内容

10 月 23 日に，渡里住民の会の役員から，災害

ボランティアへの参加依頼があった。その内容は

台風 19 号の被害に遭われた住宅の復旧作業であ

った。

翌日の作業には，渡里住民の会（約 20 人），茨

大生（3 年生 4 人，1 年生 2 人），教員（1 人）が

参加した。男性は，床はがし，泥の除去，家屋の消

毒・清掃，家具・家電の廃棄を行い，女性は引っ越

しのための家財道具の仕分け，食器の梱包作業を

行った。

写真５ 災害ボランティア活動の様子

２）成果

被害に遭われた住宅の，床はがし，泥の除去，家

屋の消毒・清掃，家具・家電の廃棄を行い，復旧と

引っ越しの準備を行うことができた。

作業の中で，渡里住民の会の会長から「地域や

社会のために主体的に活動する若者が少なくなる

中で，茨大生がボランティアに参加してくれてと

ても助かる」，「住民同士の支え合いや，地域のつ

ながりは重要だ」というお話があった。

この災害ボランティア活動で，初めて渡里住民

の会のみなさんと協働した。そして，渡里地区と，

渡里住民の会の活動内容について深く知ることが

令和元年度学生地域参画プロジェクト（スタートアップ版）活動報告書

44



できた。

３．フロイデ内覧会でのポスター発表

１）実施内容

11月の開設を前に開催されたフロイデ内覧会で，

本プロジェクトの活動内容，10 月に行った災害ボ

ランティア活動をポスターを使って紹介した。

写真６ 地域交流スペース「グーテンターク」で

のポスター展示の様子

２）成果

3 日間の内覧会で，本プロジェクトを約 150 人

に紹介することができた。来場した福祉関係者か

ら「福祉の分野で若い人達に活躍してほしい」，フ

ロイデのご担当者から「地域交流スペース『グー

テンターク』をどんどん利用してほしい」と声を

かけていただいた。

４．茨苑祭でのくれよん工房との共同出店・ポス

ター展示

１）実施内容

11 月 16・17 日の茨苑祭で，水戸市にある障害

者就労継続支援施設くれよん工房と，お菓子・雑

貨の販売をするお店を共同で出店した。

また，くれよん工房の紹介パネルや，本プロジ

ェクト活動の紹介，9 月に行った地域住民を対象

とした実態調査結果，10 月に行った災害ボランテ

ィア活動について，ポスターを使って紹介した。

さらに，地域住民のことをより深く知るため，

「老後不安なこと」，「健康で気を付けていること」

について，来場者にアンケートを実施した（ふせ

んアンケート）。約 90 人が回答し，回答者数が最

も多かったのが 20 代であった。「老後不安なこと」

の質問では，「お金」と答えた人が，「健康で気を付

けていること」の質問では，「食事」と答えた人が

最も多かった。

写真７ ふせんアンケートの様子

写真８ ポスター展示の様子

２）成果

2 日間の出店で 591 人が来場した。障害のある

人とともに販売を行ったことによって，多くの人

が，実際に障害のある人と接する機会を作ること

ができた。

また，くれよん工房のパネルや，私たちのプロ

ジェクトのポスターを公開したことによって，く

れよん工房と私たちの活動についての情報を発信

することができた。

 来場者に，活動の紹介をしている際に，「福祉の

現場がどうなっているのかを広めてほしい」，「社
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会保障について広く学んでおくべき」という感想

をいただいた。

 そして，茨苑祭という多くの人が集まる場で，

私たちの活動を地域住民の方々に向けて発信でき

た。

５．ふれあい渡里まつりへの参加

１）実施内容

① 子ども向けワークショップの実施

12月 8日に渡里小学校で行われたふれあい渡里

まつりで，子ども向けワークショップを実施した。

ワークショップでは，3 種類のクリスマスツリー

（まつぼっくりツリー，紙コップツリー，壁掛け

ツリー）作りを行った。

ワークショップに参加した親子に参加者アンケ

ートを実施した。その結果，子ども向けは 76 人，

保護者向けは 36 人から回答をいただいた。 
高校生サポーターとして，水戸桜ノ牧高等学校

から 3 人，水戸第三高等学校から 2 人が参加し，

ワークショップの運営を手伝ってもらった。高校

生サポーターにも，参加者アンケートを実施した。 

② ポスター展示

本プロジェクトの活動紹介，9 月に行った地域

住民を対象とした実態調査の結果，10 月に行った

災害ボランティア活動のポスター展示を行った。

③ ふせんアンケートの実施

来場者に対して，「渡里地区の自慢できるとこ

ろ」，「茨大生と一緒に勉強したいこと」について

ふせんアンケートを実施したところ，34 人から回

答を得た。「渡里地区の自慢できるところ」につい

ては，幅広い年代から回答があり，最も多かった

のは，「茨城大学やフロイデ等様々な施設がある」

であった。「茨大生と一緒に勉強したいこと」につ

いては，未就学児，小学生，中学生の回答が全体の

約 7 割を占めていた。最も多い回答は，「茨大生に

勉強を教えてほしい」であった。

写真９ ワークショップの様子

写真１０ アンケート記入中の高橋水戸市長，小

泉水戸市議

２）成果

ふれあい渡里まつりには初めて参加したが，渡

里住民の会の協力もあり，子ども向けワークショ

ップでは，約 120 組の親子と楽しく交流できた。

参加者アンケートには，「またお兄さんお姉さん

と一緒に何か作りたい」（未就学児）や「子どもと

交流してほしい」（保護者），「子どもに勉強を教え

てほしい」（保護者），「子どもや地域と関わるボラ

ンティアに興味を持った」（高校生サポーター）と

いう感想が寄せられた。 

 また，私たちの活動や，実態調査の調査結果，災

害ボランティア活動について，ポスターを使って

紹介し，本プロジェクト活動の内容を発信するこ

とができた。

 その他，来場者からは，「国田地区でもイベント

を開催してほしい」や「もっと渡里地区の魅力を

発信してもらいたい」，「子ども向けのイベントを

開催してほしい」といったコメントをいただいた。 
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６．地域住民を対象とした実態調査報告会 
１）実施内容 
1 月 24 日，渡里市民センターで，渡里住民の会

の役員の人たちに対して，9 月に実施した実態調

査（高齢者），12 月に実施したアンケート（子育て

世代）の分析結果を報告した。 

 
写真１１ 実態調査報告会の様子 

２）成果 
 当日の報告会には，渡里住民の会役員（約 20 人）

に出席していただいた。調査報告を受けて，会長

から「渡里地区住民の実態，茨大生に対して抱い

ている印象などについて，日頃から感じていたこ

とが数字として可視化され，事実として受け止め

ることができた」と感想をいただいた。 
 報告後，「茨大生は，知的なリーダーとして，こ

の地域を引っ張っていってほしい」，「調査報告で

終わらせずに，今後も地域活性化等，活動を続け

てほしい」といった意見をいただいた。 
 
７．「ハロー！ぱるるん館」でのラジオ出演 
１）実施内容 

 1 月 28 日，ラジオ番組「ハロー！ぱるるん館」

（FM ぱるるん）に出演した。ラジオには，渡里住

民の会副会長と共に出演した。番組の中で，本プ

ロジェクトのきっかけ，渡里地区内の被災住宅で

の災害ボランティア活動，ふれあい渡里まつりへ

の参加など，これまでの活動について話をした。 

 
写真１２ ラジオ出演時の様子 

２）成果 
 ラジオという公共放送を活用して，私たちのプ

ロジェクト活動の内容をたくさんの人へ発信する

ことができた。 
 
８．「すまいる広がるまちづくりサロン」の開催 

１）実施内容 
 2 月 8 日，フロイデの地域交流スペースをお借

りして，渡里地区の高齢者，親子，茨大生で，ボッ

チャを楽しんだ。ボッチャとはもともと，運動能

力に障害がある競技者向けに考案されたスポーツ

であり，小学生から高齢者まで楽しく体を動かす

ことができる。多世代混合のチームを 4 つ作り，

笑い声が響く中で一緒に体を動かした。試合中は，

世代を問わず多くの参加者が互いに拍手や声援を

送り合い，活気のあるイベントとなった。 

 
写真１３ ボッチャを楽しむ様子 
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写真１４ サロンのチラシ 

 ２）成果 
 当日は，高齢者が 13 人，子どもが 16 人，その

保護者数人の参加があり，予定の倍以上の人数が

集まり，盛況のうちに終了した。開催にあたって，

渡里住民の会にはサロンの宣伝を，フロイデには

会場の提供をしていただいた。参加した人から「普

段，このように大勢で遊ぶことがないので，また

友達や地域の人とボッチャをやりたいと思った」

（小学校高学年女児），「おじいちゃんおばあちゃ

んとふれあえた」（小学校低学年男児），「いろんな

人と仲良くなれた」（小学校高学年男児），「とても

面白くてまたお願いします。子どもたちともっと

遊びたいと思います」（70 代男性）「今後もこのよ

うな機会があれば参加したい」（保護者）という感

想が寄せられ，多世代が参加する遊びの場を提供

することができた。 
 保護者の中には，フロイデの存在を初めて知っ

た人もいて，地域の中に体を動かす場や，交流の

場があることを知っていただいた。 
 
 
 

●まとめ 
 本プロジェクトは，今年度新たに立ち上げたに

もかかわらず，地域の様々な人たちと出会い，共

に活動することができた。 
 渡里住民の会のみなさんとは，災害ボランティ

ア，ふれあい渡里まつりやサロンなどの活動を通

じて，つながりをつくることができた。会長から，

「我々は，茨城大学を地域の資源だと思っている」

と言っていただき，大学に対する地域からの期待

を感じた。 
 また，茨城県立水戸桜ノ牧高等学校 JRC 部，茨

城県立水戸第三高等学校の JRC 部のみなさんに，

高校生サポーターとして本プロジェクトに参加し

ていただいた。参加した高校生から，「いろいろな

人と交流できたことがよかった」と感想をいただ

き，多世代交流の機会を作ることができた。 
 今年度の活動の成果として，地域住民を対象と

した実態調査から，住民の福祉や健康などに関す

る生活実態や茨大生への印象を明らかにしたこと，

子ども向けワークショップやサロンの開催を通じ

て，渡里地区地域住民の交流の場を設けることが

できたことなどがあげられる。実態調査などによ

って，地域住民の興味関心を明らかにしたので，

来年度以降の活動に反映させるとともに，この調

査を継続して行っていきたい。また，イベントの

開催に関する要望が寄せられたため，来年度以降

もワークショップやサロンを継続していきたい。 
 
 最後に，渡里住民の会には，活動を行うにあた

り大変お世話になりました。大槻勢次会長，横川

洋一副会長，寺門和夫副会長をはじめ，役員のみ

なさんには，お忙しい中，たくさんの助言をして

いただき，どうもありがとうございました。 
 また，イベントの開催にあたり，フロイデには，

活動場所を提供していただきました。統括管理者

鈴木明廣様には，お忙しい中ご協力いただきまし

て，ありがとうございました。 
 この場をお借りして，お礼申し上げます。 

令和元年度学生地域参画プロジェクト（スタートアップ版）活動報告書

48




